
１. 研究の経緯

奥村和久先生は, 名古屋大学経済学部・経済学研究科修士課程時代に, 平田清明先生の下で,��ケネー, ��スミス, ��マルクスといった経済学の古典を把握する枠組みとしての市民社会
論を学ばれた｡ またその中で, 一方では古代市民社会・近代市民社会における貨幣発生の秘密

を解くカギとされる 『新約聖書』 のヨハネ ｢黙示録｣ にも興味をもたれたそうである｡ また,

他方で関心を寄せられたのは, 非西欧世界をも自己の論理に巻き込んでいく資本循環論であり,

これこそが世界経済に関する萌芽的な認識の形成につながったものである｡

京都大学経済学研究科博士課程に移られてからは, 経済研究所の宮崎義一先生の下で, 一方

では経済学の古典である����ケインズと, 他方では世界経済把握のための分析装置として当
時流行だったＳ. ハイマーの多国籍企業論を学ばれた｡ そこで, 次第に理論・実証の両側面か

らの世界経済把握に興味をもたれるようになり, 宮崎先生から杉本昭七先生を紹介された｡ そ

の杉本先生から学ばれたのは, 実証分析を行うにあたって, すでに各著者によって自分の問題

意識に沿って加工された第２次資料を用いるのではなく, 第１次資料に当たることの重要性だ

った｡ それと同時に当時, 杉本先生が主宰されていた新世界経済研究会に誘われ, アメリカを

中心とする国際政治経済学 (���) 領域を研究対象とする一連の研究者との知己を得られた｡
そこには, 坂井昭夫先生, 関下稔先生, 松村文武先生, さらに櫻井公人等が含まれたという｡

この研究領域は, レギュラシオン学派においては, ｢アメリカ国際レジーム学派｣ と命名さ

れているものである｡ 奥村氏がその後, 国際領域からのレギュラシオンを研究対象とされるに

あたり, 国際政治経済学領域を研究する研究者との交流は大きな役割を果たした｡ わが国のレ

ギュラシオン研究においては, レギュラシオン様式の５大制度諸形態のうち賃労働 (労使) 関

係が重視され, 奥村氏のような国際領域からのレギュラシオン研究は稀であり, それゆえに貴

重なものといえる｡ ちなみに, このような奥村氏の研究領域の移行期に大きな影響を与えたの

は, 接合理論とレギュラシオン理論の関連を問う学問領域で先行していた平田ゼミの先輩で関

大教員であった若森章孝先生だった (Ｃ�パロワの資本循環論視点から資本の国際化を扱った
論文 [１] [２], ｂ�書評)｡
名古屋大学におられた平田清明先生は, 経済原論を非常勤で担当された後, ����年に京都大
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学経済学部に移籍された｡ すでに宮崎義一先生が����年に赴任されており, ����年には伊東光
晴先生も移籍され, 懐深く幅の広かった一橋大学起源の���が京都大学に移植され, そこに
ダイバーシティとレジリエンスを増すことになった｡ 奥村氏らが平田先生の後を追って京都大

学経済学研究科に進学されたのも, ダイバーシティの好例となった｡

２. 研究業績について

奥村氏の研究領域は, 大きく以下の２つに分けられる｡ 第１の研究領域はレギュラシオン学

派の国際レジーム論研究であり, 第２の研究領域は, レギュラシオン学派の国際分業論, ある

いは国際分業の構図とその変化を貿易面から把握するための実証分析である｡ ここでは, それ

ぞれの系列の論文を簡単に紹介し, 各系列の代表的論文について, やや詳細に検討しよう｡

(１) レギュラシオン学派と国際レジーム論研究

奥村氏とレギュラシオン学派の接点は, 後にも述べるように, フランスの貿易構造分析に際

して, フランスの高度成長終焉を増幅させた部門間 (Ｈ�ベルトランの指摘する消費財部門と
生産財部門との間に存在する国内市場を基盤とした相互促進的好循環) の整合性の綻びという

視点が視野に収められたことを端緒としている (論文 [３] [４] [５])｡

しかし, 奥村氏のレギュラシオン学派の国際領域について本格的な理論的研究は, 南北関係

を理論的にも歴史的にもレギュラシオン学派の中で初めて体系的に扱った��オミナミの翻訳
が起点となった (翻訳 [２])｡

従属理論に陰りが見え始め, また��Ｗ. ロストウの単線的発展論の一面性への批判があっ
た当時にあって, それに代わる第三の道として, 蓄積体制 (レジーム) とレギュラシオン様式

の視点から先駆的に途上国の類型化を行ったオミナミが画期的意義を持っていることを指摘し

たのが, 論文 [３] である｡

オミナミに関して, 彼の著作後に生じた事態をも視野に入れて南北関係の長期にわたる歴史

的変遷を考察した論文 [��] もある｡ ここでは, 一方で, 貿易レベル・直接投資レベル・国際
金融レベルを取り扱っている世界経済関連の国内外の多くの著作と共通する個々のファクト・

ファインディングが, いかに同理論の中に体系的に位置づけられているかが検討されている｡

また他方で, オミナミによって先進国の蓄積体制 (レジーム) とレギュラシオン様式の歴史的

時期区分が, その時期区分に対応する途上国の世界経済への参入形態の歴史的変遷の解明へと

結びつけられることによって, 世界経済と南北関係の時期区分に関する新たな視角が提示され

たことを指摘されている｡ そしてこの点に関して奥村氏が強調しているのは, オミナミが途上

国の世界経済への参入を, パクス・ブリタニカ期における ｢植民地・途上国の世界経済への従

属的統合｣, パクス・アメリカーナ期の ｢途上国の世界経済からの相対的排除｣, その後のグロ
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ーバリゼーション期における ｢途上国の選別的再統合｣ として定式化していることであり, オ

ミナミの方法論とともに現時点でも南北関係理解のために一定の有効性を持つ分析装置となっ

ていることである (翻訳 [２] の訳者解説も合わせて参照)｡

このように, レギュラシオン学派による分析装置に南北関係という国際関係を包摂したこと

は, 当時レギュラシオン学派の分析の重点が国民的経済空間を基盤としたフォーディズムの動

態とレギュラシオン様式の作用であったことに照らして, 画期的であった｡ にもかかわらず,

当時, レギュラシオン学派の国際領域の研究においては, ｢国際レジーム｣ 概念を嚆矢として

提起したＪ�ミストラルにあっても, この概念は実質的にはともかく, 用語としては形成過程
にとどまった｡ その後, レギュラシオン研究において我が国でも, しばしば ｢国際レジーム｣

に言及されるようになったが, それはいわば覆いかかったおぼろげな概念としてであった｡ こ

のような中で奥村氏の貢献は, ミストラルの ｢国際レジーム｣ 概念の形成過程を追体験するこ

とによってこの概念を明確化し, その特徴をまとめあげた点にある (論文 [��] [��] [��])｡
ここでは, これら論文を１つ１つ, その意義とともに, やや詳しく見ておきたい｡

まず論文 [��] では, 難解なミストラルの諸論文が仔細に比較検討された｡ そこで析出され
たのは, ミストラルの国際レジーム概念が, その第１の側面である ｢国際分業地図｣ (後に��
ビヨド, ��マジエ／��バレ／����ヴィダルによって ｢国際成長レジーム｣ と命名された)

と, 第２の側面である ｢国際レギュラシオン諸形態｣ の適合から成っていることである｡ また

そこで明らかにされたことは, ミストラルにおいてはパクス・アメリカーナ期を背景とし

ているのだが , 当時の国際レジームが覇権国アメリカの生産・消費規範の国際的に不均等

な波及過程によって形成されていると捉えられていることである｡ そして覇権国の生産・消費

規範への各国の適合過程は, その適応能力に応じて国民的諸軌道の分岐＝世界経済空間の断片

化をはらみつつ, ���／����といった国際レギュラシオン諸形態に支えられながら国民的
諸軌道の分岐が許容可能な多様性へと回路づけられ, 世界経済空間の統一性が確保されるので

ある｡ 国民経済と国際レジームの相互作用は, このようにして析出される｡ したがって, ここ

で奥村氏が強調されたのは, レギュラシオン学派の蓄積 (成長) レジームに固有な不均衡が,

レギュラシオン様式によって一定限度内に抑止されるという基本論理を, ミストラルが ｢世界

経済空間の統合化と断片化の弁証法｣ として捉え返しているということであった｡

以上の点を踏まえ, ミストラルの国際レジーム概念がレギュラシオン学派の基礎理論の豊富化

に貢献した以下の２点が, ミストラルの切り開いた地平であると指摘されている｡

第１の地平は, ミストラルの国際レジームの形成過程の分析が, レギュラシオン学派の５つ

の基礎概念の国際領域への移植から生み出されていることである｡ レギュラシオン学派の第１

の基礎概念である ｢成長 (蓄積) レジーム｣ は, ｢国際分業地図｣ として適用が図られる｡ 第

２・第３の基礎概念である ｢制度諸形態｣ と ｢レギュラシオン様式｣ は, ワンセットで ｢国際

レギュラシオン諸形態｣ として国際領域に移植される｡ 第４の基礎概念である成長レジームと
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レギュラシオン様式の結合体である ｢発展様式｣ は, 国際分業地図と国際レギュラシオン諸形

態の適合としての ｢国際レジーム｣ として国際領域で捉え返される｡ 第５の基礎概念である

｢危機｣ に関して言えば, レギュラシオン学派の ｢循環性危機｣ は, 国際領域では覇権国の生

産・消費規範への各国の積極的な調整過程としての ｢競争力の危機｣ として捉え返される｡ ま

た, 前者の ｢発展様式の危機｣ は, 国際領域では, ｢国際レジームの危機｣ として読み替えら

れる｡ このように奥村氏によれば, ミストラルの国際レジーム概念は, レギュラシオン学派の

基礎概念を国際領域に適応させようと模索したものである (論文 [��])｡
第２の地平は, ミストラルの国際レジーム概念がアメリカ国際レジーム学派から ｢国際レジ

ーム｣ という用語を借用しているにもかかわらず, それを自己の理論装置の中に組み込み, 新

たな意味を持たせていることに関係している｡ この点は, ミストラルがアメリカ国際レジーム

学派の代表的人物に言及しているにもかかわらず, 国の内外を問わず, ほとんど触れられてこ

なかった｡ そのため奥村氏は, ミストラルが言及しているアメリカレジーム国際学派に関連し

て, 次の点に新たな考慮を払って, アメリカ国際レジーム学派との関係を再考している｡

第１は, ミストラルの言及は主としてアメリカ覇権期にとどまっていたが, 奥村氏は検討の

射程を覇権後にまで延長し, ミストラルの今日的意義を検討している｡ 第２の特徴は, ミスト

ラルによって一括して ｢アメリカ国際レジーム学派｣ (クラズナー) として捉えられている同

学派を, アメリカ国際レジーム学派に関する研究を踏まえて, ｢狭義｣ の覇権安定論 (キンド

ルバーガー／ギルピン) と ｢狭義｣ の国際レジーム論 (コヘイン) に分けて検討していること

である｡ このような奥村氏の問題意識は, ミストラルが ｢ノン・レジーム｣ とする覇権後の国

際レジームに関して, それが不安定化するのか (｢狭義｣ の覇権安定論), ポスト覇権的協調に

よって国際レジームが存続するのか (｢狭義｣ の国際レジーム論) という視点に支えられ, ミ

ストラルの方法論を活かしながら, その歴史的射程を延長して視野に収めようとする試みであ

る｡ そのうえで奥村氏は, 国際経済面でのルール・制度形成を重視するアメリカ国際レジーム

学派には, ミストラルの国際レジームの第�の側面である国際分業地図の形成を問う視点が希
薄であるという側面を浮き彫りにする｡ つまり奥村氏によれば, アメリカ国際学派の国際レジ

ーム概念は, ミストラルによって世界経済空間の断片化傾向を許容可能な多様性へと回路づけ,

国際分業地図に統一化をもたらす国際レギュラシオン諸形態へと読み替えられているのである｡

さらに奥村氏は, こうした点を踏まえ, ｢補論｣ として覇権後の国際レジームの形成過程も視

野に収め, ミストラルの理論的射程の今日化を図っている (論文 [��])｡
ちなみに, これら論文において基礎概念を重視しながら検討される研究姿勢は, 経済学にお

ける古典研究によって培われたものといえよう｡ また, 注の中で, 使徒パウロの書簡集のレジ

ーム概念について, さりげなく言及されている｡ このことは, ヨーロッパ内での地理的重点の

北西への移動を伴いつつも, 時間を超えて近代市民社会の形成にエートスの面で大きな役割を

演じた使徒パウロにまで, 奥村氏の古典研究の射程が伸びていることを示している｡
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レギュラシオン学派にはその後, 資本主義の多様性論を論ずる流れとの交錯を生じ, 世界経

済はそれら各国経済の総計としてとらえられた｡ 各国経済の比較を旨として成果を生んだこと

もあって, グローバル資本主義を総体としてとらえる枠組みからはかえって遠ざかった嫌いを

もつ｡ 奥村氏の確認された世界経済認識の枠組みは, この欠落を補う可能性をもつ貴重なもの

といえる｡

なお, 奥村氏のここでの研究に追記すれば, ����年代におけるアメリカ国際レジーム学派の
ヘゲモニー (覇権) 衰退論に対して, 英国学派である�. ストレンジ (と, アメリカの�. ナ
イ, �. ナウら) は, アメリカのヘゲモニーは揺らいでいないとして批判的なスタンスをとっ
た｡ ��年代にアメリカが関係的パワー (ハード・パワー) において若干の後退を見せたにせよ,
構造的パワー (ソフト・パワー) に揺らぎはなく, ヘゲモニー後退の主張は責任放棄のための

言い訳になりかねないとしてアメリカ国際レジーム学派を批判したのである｡ 実際, 日本の追

い上げに苦しんだ����年代とうって変わり, ��年代にアメリカは中国と並んでグローバリゼー
ションを推進する側にまわり, ｢ニュー・エコノミー｣ 的な好景気を謳歌した｡ その後, 通貨

危機を頻発させた��年代に続き, グローバル資本主義は��世紀にグローバル金融危機を引き起
こすことになり, グローバル資本主義としての分析こそが求められるようになったのである｡

(２) 貿易の実証分析

奥村氏の研究系列の第２は, 第１次資料を用いた貿易の実証分析だが, これは次のような問

題意識に基づいている｡ 先進国の貿易依存度は, 先進国の高度成長期に低下し (����年代),
低位安定を経験した (����年代)｡ これは高度成長終焉後, 再び上昇し始め, 各国の世界経済
への統合化 (グローバリゼーション) が進展し, 経済成長に占める対外要因が強まってくる｡

またこの時期には, アメリカ覇権後の各国の国際分業に占める地位の変化がヒエラルキーの変

化を伴いながら生じた｡ レギュラシオン学派の国際分業の研究は, アメリカ覇権期の分析をベ

ースに, ����‒��年代に生じた国際レジームの変化を分析している点に特徴がある｡ とはいえ,
レギュラシオン学派の分析の重点は, 依然として国民的経済空間を基盤としていたため, 国際

レジームに寄せる関心は希薄であった｡ そのため, レギュラシオン学派の国際レジームの各時

点での分析は, 基本的な理論的分析装置の有効性とは対照的に, 具体性を欠くものとなってい

た｡

こうした問題関心を背景に奥村氏は, 少なくとも国際レジームの�側面である国際分業とそ
こに占める各国の地位をまずは貿易面から捉えるために, 可能な限りリアル・タイムで, さら

にはある程度の長期的スパンも視野に入れながら, 実証分析を行っていく｡

それは２つのサブ系列に分かれているが, そこには資料再編に際して共通する分析手法があ

る｡ それは, 要素集約度別の商品別貿易構成と国別地域別貿易相手構成をクロスさせることで

ある｡ 製品の技術的レベル＝要素集約度と貿易相手国・地域経済的発展水準の統一的把握によ
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ってのみ, その国の国際分業に占める地位の理解が可能になる｡ したがって, 多くの場合, 国

際比較が可能な���� (標準国際商品分類) を, ��� (アメリカ商務省) 等を参照しながら用
途別及び要素集約度別に再編して用いている点に特徴がある｡ たとえば, 在来型重化学工業,

ハイテク産業, 労働集約産業に分類し, さらにそれら分類の内部を, 素材産業, 加工組み立て

産業, 雑製品関連に細分化する等である｡

そのような問題意識の下, 第１のサブ系列には, 主要先進諸国の貿易構造を比較し, 国際分

業に占める地位とその変化をプロットした研究 (共著 [３] と論文 [９]) がある｡ また, 対

象とする地域 (ヨーロッパ) や国 (日本) は異なるが, 特に上記視点に注意を払って貿易構造

から国際分業に占める地位とその変化を解明したものとして (共著 [１], 論文 [��] [��]
[��] [��] [��]) がある｡
第２のサブ系列に関して言えば, 上記視点に加えて, フランスの高度成長終焉を増幅させた

部門間連関の整合性の綻びという視点を加えることによって, フランスの貿易構造を分析して

いる｡ この視点は, 新たに迎えた国際化に直面した低成長を克服するための初期ミッテラン政

権の１国レベルでのケインズ主義的景気回復政策の妥当性を問うレギュラシオン学派の経済政

策ともかかわりを持つ｡ このため奥村氏が強調するのは, フランス経済の世界市場への統合度

(輸入浸透度や輸出依存度) を産業別に示すため, 貿易統計と国内生産統計が同一である必要

性である｡ そのためここでは, 通例国際比較に用いられる����ではなく, フランスに独自な
商品分類である��� (仏事業活動・製品品目表) が用いられ, 同分類に基づいて, 貿易統計
に関しては��� (仏関税情報センター), 国内生産額については����� (仏国立統計経済研
究所) の投入産出表が用いられ, このことによって奥村氏は, フランスの各産業部門の, そし

て国民経済全体の国際分業に占める地位とその変化を解析している｡ この分析によって示され

たことは, 特にフランス独自の問題として, 設備材部門の輸入浸透度が高いことが, �部門間
の整合性の綻びの増幅につながっていることである｡ そのことを, ����年度資料によってＮＡ
Ｐ���品目／貿易相手地域・国で明らかにしたのが論文 [３] であり, これは��ページに及ぶ
ため, ワーキングペーパーという形をとらざるを得なかったものである｡ そして, これをベー

スにＮＡＰ��品目とＮＡＰ��品目に品目を絞り, また貿易相手地域・国も８地域・国へアグ
リゲートし, ����年代の時系列をとったものが, 論文 [４] [５] である｡ そして, やや後追

い的であるとはいえ, これらの分析をレギュラシオン学派の部門別分析と結びつけて理論的に

考察したのが, 共著 [４] と論文 [６] である｡

ちなみに, レギュラシオン学派の国際レジームに関する理論的分析にあてられた論文 [��]
においても, 補論で������資料を用い, 貿易レベルからレギュラシオン学派の国際分業
把握の原理的的確さの確認が模索されている｡����年代の各国経済と経済政策は, ��年代半ばにおける局面転換への対応を模索するものだ
った｡ 変動相場制への移行は, 当初の理論的な想定を超える事態を生み出していた｡ 変動相場
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制は資本移動規制撤廃の帰結であり, その条件下での一国ケインズ政策の帰趨は, ��年のミッ
テラン政権の政策こそが, そのための実験となった｡ そこでは, 財政赤字の拡大をみて資本が

流出してしまい, 翌��年には政策転換を余儀なくされたのだが, これはその後に国際マクロ経
済の大いなる教訓となったのである｡ 奥村氏の研究は, ����年代フランス経済と経済政策とを
貿易面から実証的に論じており, 上記の政策転換とその教訓についての解明としての意義も再

確認されるべき点である｡

３. おわりに 教育をめぐるエピソードほか

奥村氏は教育に情熱を注がれ, ２クラスで���名 (経営学科が分離する前は���名) の学生を
相手に, 国際経済論と世界経済論の講義を担当された｡ そのため, パワーポイント用の資料は

数箱に及び, 積み上げられた資料の箱を見るたびに新学期の到来を感じたものだった｡ また講

義では, 基礎的な知識として最低限の国際収支統計と国際マクロについて教えられ, その後,

学生が自ら考える世界経済の１つの捉え方としてレギュラシオン理論による国際レジームを,

より通例の国際経済に近い用語へと変換し, ｢国際経済諸関係の制度化｣ と ｢国際分業の構図｣

とを結びつけてレクチャーされた｡ その際, たとえば ｢金融主導型成長レジーム｣ について語

るときも, 証券化商品の基礎知識をまじえ, 学生が自らその妥当性 (一時的にせよ整合性をも

つ経済成長なのか, ただちにバブルに至るのか) を判断できる材料を提供されていた｡ このよ

うに奥村氏は, 極端な例外を除いて多様な価値観を認め, 学生１人１人の自主的判断を尊重さ

れた｡

ゼミ運営でも, 絶えず笑い声の絶えないゼミだった｡ これは, 次のような, ゼミ生の寄せ書

きから知られる｡

｢先生のたまに出るさりげないボケが大好きでした (笑)｡ これからも優しい先生でいてく

ださい｣｡

そして, 余儀なく選択させられたことが, その後, 善いことに繋がる可能性もあり, その時

の, 自分の, 価値観だけで性急に判断してはならないという, 柔軟な考え方の持ち主だった｡

たとえば湾岸のゴミ埋め立て地に居を構えることを余儀なくされたところ, その後, あたかも

福祉職員を兼任するかのように, お子さんの療育のために��京葉線で３駅目のディズニーリ
ゾートへ年間パスポートで��年以上にわたり通えたことに感謝しておられた｡ そしてその間も,
安孫子誠男先生をはじめ, レギュラシオン研究者の方々が, 絶えず最新の研究動向を伝えてく

ださったことに敬意と感謝の念をたびたび表明しておられた｡ また, ご自身の脳梗塞退院後の

ほぼ毎日に及ぶ通院も, 地下鉄有楽町線で２駅目の聖路加 (ルカ) 病院を経由して立教セント

ポールへ１直線で通勤できたため, 講義や職務に基本的には穴をあけずに済んだことを, 単な

る偶然とは思えないことだと喜んでおられた｡

奥村和久先生の人と学問 ���



日本においては個々の人格を尊重するという意識が希薄なことに心を痛めながら, 何人も,

その人の個性や状況に応じて１日１日を喜び楽しむ権利があるという想いのもと, 教員として

は多額の寄付を ｢立教大学障がい者支援センター｣ になされた｡

まだまだ語りつくせぬエピソードは多いが, 退任後も健康に留意され, マイペースで研究を

続けられるよう望みたい｡

とくに ｢レギュラシオン学派における国際レジーム｣ 研究を, グローバル資本主義分析のた

めの枠組みとして組み替えて提起する作業を進められるよう期待したい｡ 奥村氏の研究には貴

重なその萌芽と方向性とが, すでにビルトインされていたのだからである｡
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